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TNF-α stimulates the expression of RANK
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骨細胞形成を促進した。次に in vivoにおいて、マウス頭蓋部にTNF-αを５日間連続投与した後、real-time PCR
および免疫組織化学染色によりRANK発現を評価した。その結果、TNF-αを投与したマウスではPBSを投与したマ
ウスに比べて、RANK mRNAの発現量および RANK陽性細胞数が有意に増加した。さらに、野生型（WT）マウスおよ





これらの結果から、TNF-αは NF-κBや MAPKs経路の活性化により破骨細胞前駆細胞において RANK発現を誘導
し、TNF-αによるRANKの発現亢進はRANKL誘導性破骨細胞形成を増加させる可能性が示唆された。さらに、矯正
学的歯の移動時、TNF-αは圧迫側で RANK の発現を誘導した。この RANK 発現の増加が歯の移動において破骨細胞
形成を促進すると考えられる。 
 本研究から得られた新しい知見は、矯正学的歯の移動に伴う骨改造の分子生物学的メカニズム関する理解を大
きく前進させるものと評価できる。また、本研究の成果は矯正歯科の臨床面において有益な情報であり、歯学に
おける学術的意義も大きいと判断される。よって、本論文は博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。 
 
 
